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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年12月22日(2009.12.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動通信システムにおいて無線リソースを割り当てる方法であって、該方法は、
　移動端末が、Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＲＡＣＨ）にアクセスす
るための１つ以上のプリアンブルに関連するグループ化情報を受信することと、
　該移動端末が、該グループ化情報に従って、少なくとも１つのプリアンブルを選択する
ことと、
　該移動端末が、該少なくとも１つの選択されたプリアンブルを伝送することと、
　該移動端末が、該少なくとも１つの選択されたプリアンブルに従って割り当てられた無
線リソースを受信することと、
　該移動端末が、該割り当てられた無線リソースを用いてデータを伝送することと
　を包含する、方法。
【請求項２】
　前記１つ以上のプリアンブルは、所定の基準に従ってグループ化される、請求項１に記
載の方法。
【請求項３】
　前記所定の基準は、ＲＡＣＨを使用する目的、Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎ
ｄｉｃａｔｏｒ（ＣＱＩ）情報、無線リソースの要求量、及び設定原因のうちの少なくと
も１つを含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＲＡＣＨを使用する目的は、初期アクセス、ハンドオーバー、同期維持、アクセス
解除、及び無線リソース要求のうちの１つを含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記設定原因は、緊急呼、アイドル状態からアクティブ状態への移行、及び非接続状態
からアクティブ状態への移行のうちの１つを含む、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記グループ化情報は、システム情報及びページングメッセージのうちの１つにおいて
受信される、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記１つ以上のプリアンブルは、ＲＡＣＨシグネチャ及びＲＡＣＨオケージョンを含む
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、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記１つ以上のプリアンブルは、ランダムアクセスプリアンブルである、請求項１に記
載の方法。
【請求項９】
　前記ＲＡＣＨオケージョンは、前記ＲＡＣＨシグネチャを伝送するための無線リソース
である、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記グループ化情報は、システム情報又はＲＲＣ接続再構成メッセージを介して受信さ
れる、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記グループ化情報は、ハンドオーバーの実施中に前記ＲＲＣ接続再構成メッセージに
含まれる、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　移動通信システムにおいて無線リソースを割り当てるための方法であって、該方法は、
　基地局が、Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＲＡＣＨ）にアクセスする
ための１つ以上のプリアンブルに関連するグループ化情報を伝送することと、
　該基地局が、該１つ以上のプリアンブルの中の少なくとも１つのプリアンブルを受信す
ることであって、該少なくとも１つのプリアンブルは、移動端末によって、該グループ化
情報に従って選択される、ことと、
　該基地局が、該少なくとも１つの選択されたプリアンブルに従って割り当てられた無線
リソースを伝送することと、
　該基地局が、該割り当てられた無線リソースを用いてデータを受信することと
　を包含する、方法。
【請求項１３】
　前記グループ化情報を伝送するステップの前に、前記基地局が、所定の基準に従って、
前記１つ以上のプリアンブルをグループ化することをさらに包含する、請求項１２に記載
の方法。
【請求項１４】
　前記所定の基準は、ＲＡＣＨを使用する目的、Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎ
ｄｉｃａｔｏｒ（ＣＱＩ）情報、無線リソースの要求量、及び設定原因のうちの少なくと
も１つを含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ＲＡＣＨを使用する目的は、初期アクセス、ハンドオーバー、同期維持、アクセス
解除、及び無線リソース要求のうちの１つを含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記設定原因は、緊急呼、アイドル状態からアクティブ状態への移行、及び非接続状態
からアクティブ状態への移行のうちの１つを含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
　前記グループ化情報は、システム情報及びページングメッセージのうちの１つにおいて
受信される、請求項１２に記載の方法。
【請求項１８】
　前記データを受信するステップの後に、前記基地局が、前記グループ化情報を変化及び
再伝送することをさらに包含する、請求項１２に記載の方法。
【請求項１９】
　前記１つ以上のプリアンブルの各々はＲＡＣＨシグネチャ及びＲＡＣＨオケージョンを
含み、該１つ以上のプリアンブルはランダムアクセスプリアンブルである、請求項１２に
記載の方法。
【請求項２０】
　前記ＲＡＣＨオケージョンは、前記ＲＡＣＨシグネチャを伝送するための無線リソース
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である、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記グループ化情報は、システム情報又はＲＲＣ接続再構成メッセージを介して伝送さ
れる、請求項１２に記載の方法。
【請求項２２】
　前記グループ化情報は、ハンドオーバーの実施中に前記ＲＲＣ接続再構成メッセージに
含まれる、請求項２１に記載の方法。
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